
一ノ‘
月

定

例

町

議

会

終

る

3. . 2. 1. 議招
(2) (1) - (2) (1)い理のいに 案集六
て 4 3 2 l 部肱除基 円寡 て肱に官こて管肱 がさ月
保 0 円 〇八 〇 税改川すく心を婦障 川関有の 理川 可れ定
険〇乎を均に 0資を所率正町る掛身三の害 町す地条 妬町 決会例
税〇等ー等‘を産ー得のに国こ金障八非者 税るに例 関民 さ期町
減円割‘割 ー割 0割改つ民とは害万課‘ 条条建は すプ れを議
額を一八ー 0-0一正い健に全者円税未 例例設ク｀‘ る）記た一会
対四世 0人 00分 0 て康な額扶に限成 ので中ム 条 Jレ °日は
象‘帯 0 当 分 0 の 0 保っ所養改度年ーあの県 例の と憲
世三当円て の分一分 険た得共め額者 渾りプ営 の設 定六
帯〇りに 五の‘の 税°額済るを｀改ま i発
に 0 、七

制置 め月

つ円四

゜
二克七一 条か制°三老 正すル電定な ‘十

いに、 0 
、可〇｀ 例ら度五年紀°の所にら 次七
八‘に八 の控に万者つ管下つび の日

...、..．．．．・・・・・・-------・・・・・------・--------・・・--・・・・----・・--・----・・・・・--・--・・・・・・・--・......................................................................
4。

町退主補 2 1 て (3)0併‘たるた人ら帯
道職な正一八世六被の額 0 を 一世五被た 保〇せ 0が場後当被に従＝ 嘉手も額般四帯円保場を円除所 帯〇保い所 険円て 0こ合のり保つ来

工城当の二会円乎を険合こをく得ハ乎円険世得 税を ‘0のに金八険い、
線組 六計を等六者 え控ツ額円等一者帯額 軽一基円八減額〇者て基
新合 ‘補ー割八均 な除ーがを割‘均ーが 減在礎に 0額が‘＾は礎
設負 二正 ‘-0等 いし人被二額〇等 0基 額〇控 ‘対基 0世‘控
工担 九予六世円割 世た当保‘ーニ割分礎 等‘除 0象碇〇帯課除
事金 八算〇帯に一 帯額り険四世〇額の控 の 0額 0世控 0主税額
費 千 〇当 人 ーが九者〇帯円一六除 改 0-.・ 0帯除円を所を

円 円り 当 〇基 O Ô当に人｀額 正〇四 円と額を除得こ
に一 り 分礎｀世円り 当のを に円 0 をしを控（金え
‘ 五 の控〇帯にそ り場こ っ匠‘ 九て下除ジ額る
四六四除 0主 八合えい ‘0 0．い廻しーか世

..・・・・.................................................................................................,...,........・・・・・・・.. ・・・,, _-.......... :...................................、．．．．．.．．．,．．.．．．.．̀.．．．．.．．．．，．．．．．．．
三ニ ーれ ・ え人 た当と数さ告会 5. 
、 、 、ま狩狩昭今周山 7k有宇蔵官岡山てとな 0選たとれ示委任 家之町町
申大場九七日し猟
込洲所月月時た者が凧床n

宮藤中口友都田永 崎構議お、 人り同主ざ員期 農と 町屋伊道道
宮 喜成会農が‘じじれの満

方市 六十
道購予標砂

法民 日九 で習
の譜講四忠春美 嘉重直重さ推業 次十十た．‘選了 ：： 路入銀ヶ利

日 おが習十
雄馬茂勇勇男信次郎一れ煎委 の有人が同挙に 線費行内敷

と会 主在員ょ日で‘十はよーのな鹿‘工
期館 七二 知次陀七 新現現 新現現新現現す人会 うのあ立四‘る 1貝` 認ど野中事
限及 日十 せの 、・，ヽ9.. °以は に選っ候日去肱 含
誓 9 し；つ年久肱瓜中山小嘉上道白 内‘決挙た補冗る川無 出線

定川津費

い度 保栄生津槌藪城敷野石 の農 定会たの選七町投 主 張改
郎午すに 谷 水尾 委協‘、さ匠め届挙月農票る 所良
大前 °定て 員推 れお、無出が七業
橋 九 め ， を薦、まい投が執日委 ；土
下時急ら ・カll― して票定行に員 地費
、..．．．．.．．.．．．．．．．．.．.．．.．．.．．．..................................................................................................................:..................................、.......．，...．,.，．．..．．..．．,．．．．．

附迭 5.. 4. 3. 2. 1。よ様な備福施たき協 問 五 四申す
記が次社動運 高化そう化（尚強祉は昨゜‘,_肱 合尚必テ‘第す第 ‘込る本
Iすあに会健の低動子め老 町の努す社従化事‘年 事は川
るり任づ康推所のどる人 社重力る会来を業住度 業去町 ｀ せ詳ずキ購二゜ーニ受期°人下細持ス習日 日日講限＾が，．
,0.、期くを進得推も運の 協点す問生の図の民発 計る社 絲怠 さ匠参卜に目 目間期はテ猟
新満り守 者進の動生 の活る題活福る活総足 画六会 いつ下‘持は は行日‘キ友
旧了運り の しのが 全動こを変祉°動ぐし に月福 全ミ 。いさ受参実 講な 講ス会
会と励災 援 あ推い 戸をと積動方 推るた つ五祉 原冬 てい講す技 義わ 習卜長
長なの害護わ進と 会例に極に策進み全い日協 は°票る謂 とれ 日、に
のっ推の と せ ‘ 員示し的伴に のの戸・・て通議 る 、 、も習 考ま の受申
あた進た 自 を し制すたにな止た自会協常会 猟箪の 査す五講出
い会い主守あのれ°解うまめ主員議総-, ' 友記 が°日票手
さ長明更るわ整ば決多る一的制決会通 ’会用 あ 前の続
つのる生県せ備 す種こ層社の．定を称 へ具 り で交き
を更い運民を強 る多と．整会実・・ーし開社 令を ｀ ま す付を

•一 I •. 。、ーノ．．．．．．．．`．．．彎...................、．...．．．．...............................................:..., ............,........ ··················•··············· 
をし す借 た謝ざ一 切祉会将体解各り なね全つ値 詫ば役健 と とすす以祉武
うて私°り大新 しいい老不に進長来のと位ま幸い到町き体変びか員康在に今存ぎと来協前私前
け本こ ま変会 またま兵肖祈展をど体協のしにか底民ま系転申りの意任な回じまこ四議会こ会
ま町の し失長 すしすともつの中う勢力こたもとそのしのめしか方に中り任ませるケ会長と長
し社た て礼 °ま°し亦てた心かはに尽全本愚の深て多ま上け々任特ま期すずも年会の去
た会び ーと谷 し絃て命やめに誠確よ力戸町考目いの様ぐげまにせにし満゜‘な性長.,る：椎
°福椎 言存本 てに微あみに一意立りと会でい的理‘化るましはず最た了 まく来の唇昭野
そ祉野 御じ 退永力りま邁致とい達全員はたの解もにしすた一‘近°を こ....不重と和
の協前 挨ま恒 任年をませ進団情た成町制多し達とろよい° °方事に 期 と胄敏責し四箪
任議会 拶す雄 のの尽すんあ結熱しさ民の年ま成協もり現 こな務ぉ に に日ににて十清
で会長 申が 御こす限°ら本のてれの問のすは力ろ社在 のら局き 退 申をし就本三
な長の し‘ 挨愛所り ん町人お｀方題懸°困なの会の 点ずをま 任 し過てき町年
いの後 上紙 拶顧存傘 こ社，谷り全々が案 難く施福世 深こはし す 訳し何ま社三
と選任 げ上 とにで下 と会本ま町ご関で でし策祉相 ＜迷じて る なた等し会月
存任と まを い萬ごの を福新す一理係あ はてもに価 お惑めは こ いになて福宮

゜........................•..．．．．．．．．．．.．．．．．.．．．．．．．．...．．．．．．．.．．．.．．.．．．．-..．．．．．．..．．．.．．．．．．．．．．．．．.．．.．..．．．．．．.．．．．．．．．．.．．．..．．....．．.．.．．...．....．．......．．..．．..．．．.....鼻................................... 

にいしびて出 就い指ぉ.,.(l)根人 し か受併肖そに挙そ陥が生 り難じ
てたてに北、荷組 ．森 任申導り問気を亦て孔ねけしさの余いのの‘活私まくな
業．しこ関り等合 のし御主題強愛キお子ばしなを責るた者多何ははす姦が
務‘の係ま日員 移
を七程機し常の

二 御上鞭す陀くせ l) りばとたが痛務光だがい様長皆°受ら
挨げ撻の取山よスま＾思以ら感の栄きこ不人か様 け決

行月肱関た大皆 肘；ムヽ 拶まをでり積ットす道つ上ひす重にまの束間つご・しす
い十川のが変様 匠口 とし賜‘組しとは°はて］とる大存しよ者的た承 就る
ま七農御‘御に 事 致てり将みて申＾ 忠おがた次さじたうでにの知 任と

1もす日林協町不は つ務 し｀ま来たおし己 怒り非び第とまこなこ＇申での しこ
°ょ．会力民自‘
り館にの由し

い所 ま簡す格いりてれ の注で意で‘すと重ざしこと fころ
す単ょ別とまおの みすもをあ自とは責いまざお 次あ

新がよ皆をい て 。でうな思ナり如 ツ。ゃ決り己共誠にましいり'•第っ
庁竣り様かた す御るつ諸夜く と りしまのににこすてま役 でて
舎工ま並けけ が願御て々す•i隣申ぬおす不‘身推°欠す場あ有

0 0 
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椎
茸

品
評

に

，！ 

の
強
制
入
院
さ
せ
、
使
用
を
．
ま
す
。

＂
々
に
作
業
方
法
を
指
導
し
て
お
り
ま
す
~

っ
」
厳
禁
し
ま
す
。
素
人
が
勝
手
忌
激
に

い
が
何
か
の
都
合
に
て
参
加
出
来
な
か

た
方
は
今
す
ぐ
伏
せ
込
み
場
へ
行
っ
て
二
璽
剤
を
や
め
さ
せ
る
と
、
全
身
の
け
．
閉
設

し

、

危

険

な

こ

と

も

哀

中

津

こ
の
捏
全
国
農
業
祭
参
加
の
第
一
扁
囲
の
刈
り
収
り
立
木
の
補
充
を
し
風

□い
れ
ん
を
お
と

嬰
全
国
乾
准
茸
品
評
会
に
於
い
て
眩
川
：
通
し
を
良
く
し
て
下
さ
い
。
そ
の
ま
ま
り
ま
す
の
で
、
治
療
は
必
ず
医
師
の
指
五
I

時

岩

谷

町
よ
り
出
品
し
た
記
六
点
が
入
賞
、
去
／
お
く
と
湿
性
の
ト
リ
コ
デ
ル
マ
に
て
駄
ニ
ホ
に
従
っ
て
下
さ
い
。

開

設

小

倉

す
燭

る
七
月
十
日
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
東
戸
は
に
な
り
ま

中
津

京

都

日

本

僑

、

三

越

劇

場

に

て

表

彰

式

輝

積

み

や

、

井

枠

積

｀

階

段

積

み

の

低

お

し

ら

せ

岩
谷

；

積

ん

だ

り

風

逍

し

惑

い

積

み

方

の

も

＂

場

所

が
挙
行
さ
れ
た
。

ど

ん

こ

；

の

は

羮

り

の

日

か

、

雨

降

り

に

、

高

い

．

一

ヽ

乳

功

児

を

も

つ

母

親

'9

の
研
修
会
[

鳥
居
積
み
に
す
る
か
、
場
所
に
よ
っ
て
●
と
き
、
八
月
九
日
、
十
時
ー
十
五
時
ま
な
お
診
療

囮
等
賞
逍
田
勇
孝

奨
励
貰
飛
野
ン
グ
子
；
は
滑
喝
へ
が
っ
し
ょ
う
立
て
に
立
て
一
~
で
~

水

虫

{
ヶ
月
に
「
回
位
い
天
地
返
し
を
し
て
下
：
と
こ
る
、
町
公
民
誼

こ

う

し

ん

．

さ

い

。

い

る

い

る

条

件

も

ち

が

う

と

思

・

対

象

者

、

乳

幼

児

を

も

つ

母

親

、

及

び

・
水
虫
で
ぉ
困
り
の
方
。

・

い

ま

す

か

ら

岨

合

へ

お

噸

詰

下

さ

れ

ば

妊

婦

三
等
賞
沖
野
常
1

囚

等

賞

沖

野

ト

キ

子

扁

談

に

応

じ

ま

す

。

講

師

及

び

お

話

の

内

各

学

閲

的

に

「

な

お

る

」

と

い

う

屎

証

は
ぇ
い
が
、
た
く
さ
ん
の
人
の
蜂
鹸
か
ら

鴎

等

員

哭

野

定

芳

・

折

角

良

い

時

胡

に

元

切

り

し

た

大

切

な

L

乳
功
児
保
育
に
つ
い
て

．
済
生
会
松
山
乳
児
保
育
園
長
み
て
、
食
用
酢
を
一
リ
ッ
ト
ル
ほ
ど
ア

幽

等

員

東

緊

太

郎

・

原

木

で

す

。

今

な

ら

ま

だ

闇

に

合

い

ま

・

・
す
。
菅
埋
を
允
分
に
し
て
ほ
だ
付
き
を
永
田
美
代
子
先
生
；
ル
マ
イ
ト
の
洗
面
器
に
入
れ
、
コ
ン
ロ

厄

だ

木

の

い

よ

く

し

て

下

さ

い

。

1

割
ほ
た
付
き
を

2

小

児

疾

病

と

家

庭

で

の

注

意

デ

瓜

呂

の

温

度

ま

で

温

め

る

。

[

分
や
ら
れ
ぃ

管
理
に
つ
い
て
．
良
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
渚
の
収
虔
が
・
大
洲
市
小
科
内
科
医
師
、
江
上
そ
れ
に
毎
日
十
分
＼
二
十

先

生

た

部

分

を

つ

け

る

。

椎
茸
の
ほ
だ
木
は
今
年
の
憬
な
高
温
二
切
束
さ
れ
ま
す
。

二
、
妊
婦
倹
診
と
衛
生
教
育
~
二
週
闇
涜
け
る
と
な
お
る
？
。

多
湿
の
年
は
思
い
切
り
高
い
烏
居
伏
せ
[

と
き
、
八
月
二
十
二
日
、
午
前
九
時
ー
．
酢
は
適
当
に
追
加
す
る
だ
け
で
取
替
え

を
し
て
周
囲
の
卓
刈
を
行
い
風
遁
し
を
i

一
口
医
学

芦
必
要
は
な
い
。

良
く
し
て
下
さ
い
。
~
十
二
時
ま
で睡
眠

薬

中

毒

と

治

療

ぉ

峙

妊

娠

中

の

異

常

に

つ

い

て

。

学

閲

的

に

は

根

拠

薄

弱

。

県
林
業
改
良
指
導
員
と
惟
茸
晋
及
会
森
[

•
お
話
の
あ
と
診
察
い
た
し
ま
す
。
[

っ

た

芸

術

的

―

―

-

、

乳

児

健

康

相

談

夏

の

交

通

事

故

林
岨
合
に
て
七
月
三
日
よ
り
始
め
た
夏
[
ス
ト
レ
ス
の
多
い
近
ご
ろ
で
す
o

の
伏
込
場
育
埋
研
修
の
状
態
で
は
俸
積
乙
作
家
と
か
音
学
科
と
か
い

の
も
の
階
段
積
み
の
低
い
も
の
の
上
に
i

な

仕

事

を

す

る

人

た

ち

だ

け

で

な

く

、

．

と

逹

八

月

二

十

坦

貝

午

後

一

時

ー

防

止

に

つ

い

て

笠
木
を
掛
け
周
囲
ょ
り
立
て
掛
け
て
ほ
：
ふ
つ
う
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
主
婦
が
睡
三
時ぃ4
つ

れ

も

公

民

誼

ぃ

七

月

十

五

日

か

ら

八

月

二

十

日

ま

で

[

だ
む
し
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
立
木
」
翌
楽
を
乱
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漫
性
と
こ
る
、

二
ヶ
月
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
助
が
行
な
わ
れ
．

い
る
と
い
．
対
象
者
、
生
後
ニ
ヶ
月
か
ら
十

の
中
に
ぎ
っ
し
り
笠
木
を
か
け
て
ほ
だ
二
3

睡

眠

薬

の

中

毒

が

ふ

え

て

．

]
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
。
そ
お
り
ま
す
。
こ
の
運
勅
は
•
国
国
囚
[

°
椎
茸
菌
i

わ
れ
ま
す
。

む
し
を
し
て
い
る
所
も
多
い

そ
の
他
希
望
者
直
小
が
統
一
し
て
硲
ぐ
る
み
と
し
て
展
開
~

糸
に
と
っ
て
或
も
悪
い
条
件
の
も
の
七
~
中
毒
の
症
状
と
し
て
は
、
身
体
的
に

i

、

ふ

ら

つ

き

‘

[

テ

る

も

の

で

剖
以
上
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

[
3
言
語
不
明
瞭
、
め
ま
い

~
一
、
こ
ど
冷
と
老
人
の
安
全
確
保
~

~
二
、
過
労
、
暴
走
運
転
の
追
法

i

む

し

込

ん

だ

も

の

が

多

く

あ

ら

ゆ

る

鴨

手

足

の

ふ

る

え

、

皮

フ

発

疹

な

ど

が

あ

無

医

地

区

巡

回

診

療

．

：
名
れ
ま
す
。

菌
が
多
く
付
い
て
居
ま
す
。

る
二
点
を
目
標
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
~

信
今
年
の
憎
木
は
戊
採
時
峨
吟
早
く
~
精
神
的
に
は
品
灌
力
低
下
、
考
え
が
．
の
実
施
に
つ
い
て

A
3
0
 

菌
の
伸
び
が
良
い
た
め
、
椎
茸
菌
を
好
丁
ま
と
ま
ら
な
い
、
い
ら
い
ら
と
感
情
に
i

：
む
ら
が
あ
る
な
ど
で
、
と
き
に
は
恐
怖
ぃ
医
療
機
閑
が
遠
く
、
医
師
の
不
便
な
~
歩
行
者
も
車
を
運
転
す
る
人
も
次
の
~

ん
で
食
べ
る
ト
リ
コ
デ
ル
マ
の
青
か
び
．

iヽ
幻
想
、
忘
想
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ
韮
区
の
方
々
の
た
め
に
、
大
洲
禄
検
所
；
こ
と
を
守
っ
て
事
の
な
い
町
つ
く
り
~

菌
が
む
し
込
ん
で
い
る
猾
に
多
い
の
が
．

ぷが

1

で
診
療
班
を
編
成
し
、
へ
＿
地
云
↑
し
ま
し
ょ
う
。

口
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
徴
で
す
。

”

療

所

を

次

の

と

お

り

、

凋

し

[

研
修
に
出
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
涸
~
は
な
か
な
か
な
お
せ
ま
せ
ん
ぃ

は

酢

岩
谷
小
学
校

で
す
。

場木

日時

S
~
~
 八
日

前
十
時

S
午
後

．，← ＊ 9.．．．．. ＊ 9金●，．．．．．．．．．．．．．．．．

いたけ相場表
単位ih9当り円

！長 サ

4m 

3m  

2m  

m
m
上

ー
一
』

m
一備

6
 

8 n上

1 2 11 
1 6 n 

3 0 II 

7 cm下
l 

8 上 I
I 

l 3 上

6 上
ー・ → 

7 

8 

l 6 11 
3 0 II 

1 4cm上

1 3 

上

和47年6月28 
す ぎIひのき丁百
6 3 I 6 3 

6 O l 5 8 

5 9 I 9 3 I 
5 8 9 3 1 3 8 

6411131 60 

5 1 5 2 --1雑パルプ材
4 2 I 4 4 末口6cm上

411191 120円
7 2 I 1'O 9 I ・ 3 6 

2 6 2 6 訟箱材

1 6 I 1 6 、 末口 14cm上

241 281 25130円～ 38円

321 401 32 
1 4 I 1 6 

1 4 

昭和47年7月6日

高

中

値3.55 0円

値2,488円

前国より

”
 

より

1 0 0 

＜ 
スギ，ヒノキとも｛直あがり

，円

連市より
その

松パルプ材

末口 6cm上

2 5円
1,360円

品別概況は次の通りです。

”
 
大葉

II 

上

並

上

どんこ上

並

小

”
 

- 1 0 7円高

3 3 0 

2, 8 0 0円～3,3 0 0円

2、40 0円～2,80 O円

2, 1 0 0円～ 3,200円

2,1 O 0円～ 2,500円

3、10 0円～ 3,55 0円

3,000円～3,4 0 0円

2, 6 0 0円～3,000円

1, 8 0 0円～ 2.30 0円

1,,3 6 0円～ 1,8 0 0円

次回市予定は1月15日7月16日です。

ジャミ物



米

休

田

管

敷
-＂主 も

の

の
成
虫
が
羽
化
す
る
。
こ

び
ク
リ
に
産
卵
し
て

幼

虫

が

に

加

害

す

る

っ

こ

の

収

穫

関

係

で

、

早

生

中

生

害

は

い

。

三
世
代
の
老
熟
幼
虫
は
、
遅
く

「
モ
モ

ク
リ
の

に

い

人

な

う

こ

れ

ら

の

ア

ー

ル

当

リ

六
恥
程
度
散
布
し
て
下
さ
い
。

tヽカ示
ナ
と
次
の
と

マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ
」

の
防
除
方
法

冬
越
し
し
た
幼
虫
は
、
六
月
頃
に
成
[
-
月
ま
で
に
は
被
害
毬
果
よ
り
出
て

虫
と
な
り
、
毛
モ
、
ス
モ
モ
に
産
卵
す
]
冬
越
し
。

る
。
こ
れ
が
ふ
化
し
、
幼
虫
、
成
虫
と
[

た
り
、
八
月
上
旬
頃
大
部
分
が
ク
リ
に
會

産

卵

す

る

。

産

ク

リ

の

熟

期

い

も

の

に

い

も

の

に

は

[

゜

澁
り
で
あ
る

早

生

七

月

下

旬

、

中

旬

中
生
八
月
上
句
、
中
、
下
旬

晩
生
八
月
中
、
下
旬
、

防
除
薬
剤
と
し
て
は
、
デ
プ

ス
四
茄
、
エ
ル
サ
ン
ニ
％
、

ン
ニ
伯
少
、
パ
プ
チ
オ
ン
ニ
伶

休

耕

田

と

、

の

イ

ダ

ッ

を

散

布

し

生
源
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
地
力
の
細
5

転
し
て
お
く
と
地
力
の

消
耗
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
主
た
土
壌
；
J

と
が
出
来
古
す
。

の
縦
構
造
が
過
度
に
発
逹
し
て
、
水
田
~
な
森
害
虫
の
発
生
時
に

＂
の
散
布
が
必
要
で
あ
り
、
カ
メ
ム
ジ
類

に
か
え
し
た
場
合
に
水
持
ち
が
悪
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
て
、
に
は
パ
イ
ジ
ッ
ト
粉
剤
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ

休
耕
田
で
は
次
の
こ
と
を
し
て
下
さ
い
。
」
類
に
は
デ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
粉
剤
の

韓
草
が
多
く
あ
り
ま
す
と
、
八
月
占
が
高
い
。
一
〇
ア
ー
ル
当
り

旬
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、
カ
メ
ム
ジ
i

三

l
四
的
で

類
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
が
発
生
し
吉
ナ
。
~

し
た
が
っ
て
発
生
時
期
前
に
草
を
刈
取
~

る

（

グ

ラ

モ

キ

ソ

ン

か

、

ワ

ぃ

S4ワ、 7. 2ク

は肱川農協の共済推進の月です。時代に対応した万ーにそなえての保障の拡大を図り注しよう。

0倖保障 一家をささえる働きざかりのあなたに

農協の共済 万一の保障は

あな の農協の共済

1憂

2
 

と安くなっていさす。

さらに年々安くなります

3年目からは割りもどし金かでる
ます。 ＇ 

ケガや入院にも

ケガの程度い入院

と

ないため，

3 ． 

とに安くなり

しさす。

ぐん

ら

んな点がお得です。

嘗
•
夢4

5

6

 

に自

ながら

プランとしても

，地方税，相続税な

とく忙相続対策として有利でナo
特約で，さらに大きょ安心が。翁 0 0 0 

① 共済金額をまい年5％づつ増やし，保障額を年々大きくしま

す。 （定額増額特約）

りもど

（割りもど

割り忍ど

くなりま

！き合わ勾虫信り

竺竺

整芦都乾 謬竺□三□~I
/I~ 

叩／二／贔，る

/ ll6,7 

4！鮮 42 43 44 4s 46 

天為に巻ち

亭i

ロ

>＼
 

臼↓
 

／
 41茸 4之＇ 4:3 石 45  4こ

滋匁 乎`

R-
‘,'’ 

茄
即
絆
対
比
翠
i

五
ッ
”
病
少
し
た

が
新
内
閣
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
の
政
府
買
入
価
格
が
六
月
二
十
三
日
に

一
俵
当
り
ー
一
、
八
空
―
石
ば
ク
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

i

に
運
動
を
進
め
て
森
り
ま
す
。
＂
そ
の
結
果
を
見
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て

上
げ
の
元
兇
の
よ
う
に
い
わ
れ
い
ま
す
。
裸
麦
は
一
俵
六

0
囮
当
り
三
九
六
六

昭
和
四
十
三
年
か
ら
三
年
間
米E
〗
の
ア
ッ
プ
小
麦
に
つ
い
て
は
三
で

ま
し
た
c

然
し
物
価
賃
金
の
値
]
四
三
円
の
値
上
り
と
な
っ
て
い

し
て
続
き
物
価
の
値
上
り
は
米
・

っ
た
こ
と
が
三
年
間
で
実
証
さ
＂

の
要
求
は
一

0
、
一
％
で
公
共
[

習
一
五
％
医
療
費
の
―
二
％
高
校
~

授
業
料
は
一
0
0
笏
等
に
く
ら
ぺ
る
と
決
し
て
~

高
い
要
求
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
者
の
皆
さ
．
[

ん

の

理

解

を

求

こ

の

協

力

下

[

さ
い
。

米
価
値
上
げ
運
動

酋
ま
り
ま
し
た

販

売

部

の
政
府
買
入
価
格
が



一
日
火
宇
和
川
北
部

三
日
木
大
谷
方
面

五
日
土
谷
口
方
面

八
日
火
月
野
尾
お
や
ぶ

十
日
木
宇
和
川
南
部

五
日
火
宇
和
川
北
品

八

月

七

日

木

大

谷

方

面

八
月
十
九
日
土
谷
口
方
面

八
月
二
十
二
日
火
月
野
岨
お
や
ぶ

八
月
二
十
四
日
木
宇
和
川
南
部

八
月
二
十
九
日
火
宇
和
川
北
部

八
月
三
十
一
日
木
大
谷
方
面

酋

油

記

達

八

月

叫

日

金

大

谷

方

面

八

月

十

一

日

金

お

や

ぶ

谷

口

八

月

十

八

日

金

宇

和

川

八

月

二

十

中

津

い
つ
る
か
は
庶
民
~
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
の
合
埋
·
な
る
は
ず
で
す
。
元
中
心
に
し
て
、
そ
の

ば
、
そ
う
し
た
商
品
．
要
の
強
弱
に
よ
っ
て
上
が
っ
た

」
に
と
ご
て
も
大
き
な
心
事
で
す
が
＂
化
で
は
事
態
を
克
服
で
き
な
い
と
公
正
輸
出
が
伸
び
悩
め

；
そ
れ
以
上
に
気
に
な
る
こ
と
は
、
こ
こ
取
引
委
員
会
が
認
定
し
た
場
合
に
は
、
が
国
内
へ
出
回
る
こ
と
化
な
る
は
ず
だ
]
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。
し
か

ら
れ
は
あ
く
ま
で
も
原
則
で
あ
っ

し
、
不
況
の
せ
い
で
卸
売
物
価
も
せ
い
．

う
し
た
政
府
の
景
気
回
復
策
で
、
円
不
況
カ
ル
テ
ル
を
緒
成
す
る
こ
と
が
で

L

在
の
よ
う
な
高
度
に
発
達
し
た

・
義
磯
構
で
は
、
必
ず
し
も
そ
の

正
い
横
ば
い
状
患
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ

‘
切
り
上
げ
に
よ
る
物
価
安
定
の
絶
好
き
る
。

に
引
き
上
げ
記
達
連
賃
は
サ
ー
ビ
ス
致
し

の
農
林
会
誼
が
立
派
に

正
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
そ
こ

]
3
機
会
が
フ
ィ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
．
な
お
、
不
況
カ
ル
テ
ル
が
許
容
さ
れ
“
も
消
費
者
物
価
安
定
に
役
立
つ
は
ず
で

し

ま

し

た

。

購

売

店

舗

も

新

し

ま

す

。

に
相
応
し
い
充
実
し
た
運
営
を
ぺ
｀
階
上
に
は
商
品
研
修
料
理
生
活
改
菩
種
々
．
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
で
ナ
。
不
．
る
た
め
に
は
、
一
般
消
費
者
お
よ
び
関
：
す
。
こ
こ
で
特
に
11

は
ず
で
す

II
と
い
い
ろ
ん
な
新
し
い
物
価
形
戚
要

°
勢
々
御
沿
で
の
吻
価
高
が
さ
ら
に
続
く
と
、
．
連
事
業
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
お
・
う
言
葉
を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
．
て
き
て
、
吻
価
形
成
を
複
雑
な

＜
努
力
し
て
皆
さ
ん
に
喜
こ
ん
で
師
利
｀
研
修
の
出
来
る
室
も
あ
り
ま
す

し
て
い
ま
す
。
物
価
を
左
右
ナ

下
が
る
べ
き
要
因
が
、
末

用
項
け
る
『
＜
み
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
．
利
用
項
き
研
修
を
通
じ
て
よ
り
ょ
い
店
舗
少
し
く
ら
い
の
政
府
の
福
祉
施
策
な
＂
そ
れ
が
な
い
な
ど
の
要
件
を
溝
た
す
必
そ
う
し
た

な
要
因
で
あ
る
需
要
に
し
て
も
、

涵
四
貨
制
度
を
背
景
に
し
て
、
財
店

端
で
は
必
ず
し
も
視
実
匠
は
で
て
こ
な

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
収
吸
い
高
品
運
営
が
実
現
出
来
る
よ
う
益
々
の
御
．
励
力
，
ど
は
随
単
に
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
で
」
要
が
あ
る
。

融
面
か
ら
通
貨
を
増
発
し
て
需
年

L

と

お

教

え

を

項

き

他

に

劣

ら

ぬ

『

＜

み

あ

し

ょ

う

。

そ

う

な

る

と

、

ま

た

外

に

．

い

可

能

曲

が

強

い

と

い

う

こ

と

で

す

。

も
県
連
購
売
委
員
会
と
農
励
婦
人
部
会

が

共

同

し

て

品

目

研

修

を

行

い

優

れ

た

い

マ

ー

ケ

ッ

ト

』

に

育

て

て

下

さ

い

。

嘩

く

、

内

に

弱

い

円

が

再

現

さ

れ

て

、

．

そ

れ

は

、

こ

う

し

た

輸

入

物

資

の

値

下

為

的

に

作

り

出

し

、

物

価

が

下

が

ら

な

品
を
選
ん
で
音
さ
ん
に
洪
唸
メ
し
ま
す
。
、
新
店
舗
オ
ー
プ
ン
大
売
出
し
は
経
済
連
や
政
策
転
換
が
は
か
な
い
夢
に
終
わ
る
＇
口
伽
門
は

E
9な
る
が
～
が
り
が
、
企
業
の
製
造
工
程
や
流
遁
段
こ
い
よ
う
な
下
支
え
を
r
]

＂
心
こ
と
も
可
能

巴
に
な
っ
て
い
ま
ナ
。

謳

段

も

購

買

仕

入

委

員

会

で

交

渉

し

決

．

係

統

メ

ー

カ

の

協

力

を

得

て

各

種

展

示

即

お

そ

れ

も

あ

り

ま

す

。

．

階

で

吸

い

収

ら

れ

て

し

注

う

か

ら

で

す

＂
洪
合
が
、
需
要
を
ォ
ー
パ
ー
し
て
物

価
が
下
が
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
で

定

さ

れ

ま

す

。

し

た

が

っ

て

安

心

し

て

売

特

圃

版

売

を

七

月

三

十

一

日

か

ら

八

月

・

こ

こ

の

と

こ

ろ

天

候

の

せ

い

で

、

野

こ

う

し

た

こ

と

か

ら

、

よ

ほ

ど

し

っ

か

・

責

い

項

け

る

こ

と

と

思

い

ま

す

。

二

日

ま

で

の

三

日

間

を

予

定

し

て

準

傭

を

管

理

通

貨

制

度

嘉

が

値

下

が

り

し

て

い

る

た

め

、

消

も

た

行

政

指

導

を

し

な

い

限

り

、

こ

戚

産

協

定

ゃ

不

況

カ

ル

テ

ル

を

結

ん

で

『

＜

み

あ

い

マ

ー

ケ

ッ

ト

』

は

遠

方

の

致

し

て

お

り

ま

す

。

皆

さ

ん

さ

そ

い

合

さ

費

者

物

価

も

ち

ょ

っ

と

浴

ち

つ

き

を

見

う

し

た

輸

入

吻

資

の

値

下

が

り

は

消

費

需

給

の

調

節

を

し

て

、

値

下

が

り

を

防

直
貪
雙
の
方
に
も
同
じ
条
件
で
御
利
用
れ
て
是
非
御
来
店
項
き
ま
す
よ
う
お
待
ち
国
内
逍
貨
体
制
と
し
て
の
管
理
通
せ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
は
、
国
者
物
価
の
値
下
が
り
に
役
立
た
な
い
こ
ぐ
こ
と
も
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
流
通
段
階
で
も
、
い
る
ん
な
級

貨
制
度
は
、
国
内
経
済
の
均
衡
を
図
．
鉄
、
六
大
都
市
の
タ
ク
シ
ー
料
金
、
部
＂
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

出
来
る
よ
う
に
今
迄
以
上
に
記
達
方
式
占
中
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

争
を
制
限
す
る
仕
組
み
が
作
ら
れ
て
い

〗
土
9
0

再
販
売
価
格
維
持
制
度
の
よ
う

に

も

力

を

入

れ

て

行

き

度

い

と

思

っ

て

會

る

た

め

｀

，

通

貨

当

局

の

管

理

の

も

と

便

科

金

、

医

療

費

等

と

い

う

公

共

料

金

一

方

、

物

圃

を

押

し

上

げ

る

要

因

と

・

だ
も
の
心
、
考
察
さ

f
•□
1
き
ま
し
た
。

れ、｛

い
ま
す
。
そ
れ
に
は
特
に
婦
人
品
の
御
[

f

i

器

[
l
_
1
]
で
逍
貨
供
給
に
つ
い
て
の
政
策
的
操
．
の
大
幅
値
上
げ
が
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
．
し
て
は
①
強
い
景
気
回
復
策
が
と
ら

作
を
行
な
う
制
度
で
あ
る
。
て
お
り
、
今
後
の
物
価
勁
向
は
必
ず
し
．
需
要
を
刺
激
す
る
た
め
の
大
型
予
算
が
こ
う
し
て
吻
面
は
、
需
綸
関
係
だ
け
で

彎
二
ぅ

瞬
ま
れ
て
い
る
こ
と
②
約
一
年
間
括
え
励
く
と
い
う
闇
単
な
も
の
で
は
な
く
な

｀
っ
た
の
で
す
。

．
 

品
力
を
〗
〗
〗
ば
な
り
ま
せ
ん
が
[
-
•
[
「
＼
]
」
一
一
方

f
国
際
決
済
体
制
と
し
て
の
も
楽
観
を
許
さ
な
い
よ
う
で
す
。

管
理
逍
貨
制
度
は
、
国
咲
協
定
に
よ
四
十
七
度
の
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
直
か
れ
た
公
共
料
金
が
い
っ
せ
い
に
弓
i9

経
済
政
策
へ
の
期
待

鳴
し
か
も
そ
れ
に
、
生
壁
性
上
昇
率
の

る
金
。
為
替
音
理
を
基
礎
と
し
た
決
は
、
政
府
の
見
通
し
で
は
五
。
三
笏
と
き
上
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
れ

こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
済
凋
係
確
立
を
め
ざ
す
制
度
で
あ
り
、
な
っ
て
お
り
、
木
村
経
企
庁
長
官
は
六
が
全
体
の
吻
価
高
に
波
及
す
る
お
そ
れ
．
相
違
と
資
源
配
分
の
不
適
正
と
い
う
要

現
状
で
は
、

I

M

B

（
国
際
通
貨
基
；
％
以
内
忙
な
ん
と
か
抑
え
た
い
と
い
っ
｀
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
五
幽
が
か
ら
み
合
っ
て
い
ま
す
。
大
企
業

で
は
、
コ
ス
ト
が
少
々
高
く
な
っ
て
も

景
気
回
復
の
見
追
し
金
）
体
制
に
よ
っ
て
国
除
決
際
体
制
｝
て
い
ま
す
。
民
間
の
い
ろ
ん
な
機
喝
の
消
贄
者
物
価
の
中
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
；
こ
れ
を
生
産
吐
向
上
で
吸
収
ナ
る
こ
と

忍
で
き
走
す
が
、
農
業
、
中
小
企
業
、

こ
れ
か
ら
の
問
題
は
、
こ
う
し
た
財
政
を
維
持
し
、
そ
の
構
成
国
が
、
国
内
見
通
し
は
、
五
。
七
笏
か
ら
最
高
七
笏
を
占
め
る
野
菜
そ
の
池
の
生
鮮
食
料
品
ii

サ
ー
ピ
ス
業
な
ど
で
は
そ
れ
力
で
き
ま

を
遁
じ
て
の
需
要
刺
微
策
が
、
い
つ
頃
か
．
通
貨
体
制
と
し
て
の
管
埋
逍
貨
制
度
．
に
な
っ
て
お
り
、
大
体
六
笏
を
い
く
ら
の
価
格
は
、
天
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
＂
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、
カ
ネ
と
か
人
な

＂
ど
と
い
う
国
の
資
源
は
有
利
な
大
企
業

に
ば
か
り
流
れ
、
非
近
代
的
な
産
業
は

ぢ
幼
呆
を
発
揮
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
:
を
維
持
し
て
い
る
。
＂
か
越
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
四
十
；

Q

の
で
、
不
確
定
要
素
と
考
え
ら
れ
ま

す

。

今

の

段

階

で

は

政

府

そ

の

阻

民

間

の

・

六

年

度

と

あ

ま

り

変

わ

ら

な

い

上

昇

率

す

が

、

こ

れ

も

長

胡

的

に

み

る

と

あ

る

、

充

す

布

ナ

生

産

性

が

r
一
が
ら
な
く
な
っ

そ
れ
を
商
品
価

ニ
て
コ
ス
ト
高
と
な
り
、

硲
に
転
啄
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
す
。

扇

督

見

逍

し

忙

よ

っ

て

も

、

そ

の

多

く

は

．

不

況

カ

ル

テ

ル

こ

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

鳳

度

の

上

昇

は

避

け

ら

れ

な

い

よ

う

で

．
す
。
こ
う
み
て
き
ま
す
と
、
円
切
上
げ
そ
れ
が
野
菜
等
の
高
騰
と
な
っ
て
現
わ

＊
下
が
る
ぺ
き
要
因
と
上
が
る
要
因

＂
四
十
七
年
度
の
下
半
期
頃
か
ら
ぼ
つ
ぼ
っ
~

＂
は
物
価
抑
間
の
絶
好
の
成
会
で
あ
る
に
．
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
卸
売
吻
価

ば
比
較
的
安
定
し
な
が
ら
、
消
費
者
吻

i

景
気
が
回
復
ナ
る
と
み
て
い
る
が
、
そ
れ
[
独
占
禁
止
法
で
ぱ
競
争
制
限
を
[

に
し
て
も
年
度
闊
に
追
じ
る
実
貿
経
済
成
戸
口
的
と
す
る
企
業
の
カ
ル
テ
ル
行
為
[
こ
れ
か
ら
の
消
費
者
物
価
の
勁
向
に

□も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
と
し
も
や
は
り
消
年
昇
涵
ぇ
咲
不
況
を
と
わ
ず
上
昇
す
る

長
率
は
六
ー
七
笏
程
度
と
い
う
こ
と
だ
か
（
生
産
。
販
売
。
設
備
の
規
制
、
価
う
い
て
は
、
下
が
る
べ
き
要
因
と
上
が

□貸
者
吻
価
は
根
づ
ょ
い
上
昇
を
続
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
い
ま
き
な
閲

直
に
な
っ
て
い
る
公
共
科
金
の
値
上
が

．
ら
、
従
来
の
好
況
の
と
き
の
実
質
成
長
率
諮
協
定
等
）
を
原
則
と
し
て
禁
止
し
芦
要
因
の
双
方
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
下
；
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
ぶ
り
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
吻
価
が
下
が

ぶ
ら
な
い
よ
う
な
い
ろ
ん
な
仕
組
み
が
で

~
物
価
形
成
の
複
淮
な
要
因
ぷ

u

上
が
り
、
経
済
の
急
成
長
と
好
況
の

・
よ
り
ず
っ
と
低
い
も
の
で
す
。
中
に
は
、
て
い
る
。
た
だ
し
、
①
特
定
の
商
品
}
か
る
べ
苔
要
因
と
し
て
は
、
円
の
切
上
．

焉
給
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
意
外
に
大
き
い
の
で
、
」
の
需
給
が
著
し
く
均
衡
を
失
し
た
た
・
げ
で
、
輸
入
物
資
は
原
料
燃
料
、
消
費
ぃ
〗
維
持
の
た
め
に
は
物
価
の
事
は
あ
ま
り

っ
て
い
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
経
済

も
と
も
と
物
価
と
い
う
も
の
は
、
そ
笈
ま

政
策
が
行
な
わ
れ
て
い
る
限
り
、
そ
の

こ
ぃ
く
ら
財
政
面
か
ら
刺
激
し
て
も
、
こ
の
i

め
、
②
そ
の
価
格
が
平
均
生
産
費
を
：
物
資
な
ど
い
ず
れ
も
そ
れ
だ
け
下
が
る

玉
況
は
ま
だ
二
年
く
ら
い
は
読
く
だ
る
う
」
下
回
り
、
R
そ
の
事
業
者
の
大
部
分
口
は
ず
だ
し
、
輸
入
の
自
由
化
、
閥
税
引
た
め
の
い
る
ん
な
コ
ス
ト
（
；
も
羹
件
冶
長
期
に
わ
た
っ
て
抑
え
て
お

ン
く
こ
と
は
不
可
咤
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

；

と

の

線

え

あ

り

ま

す

。

・

す

る

こ

と

が

そ

ー

げ

な

ど

も

そ

れ

を

促

進

す

る

を

．

八
月
八
月 八
月
分集

配

日

く
み

マ
ー
ケ
ッ
ト
新
店
舗

ン


